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156.松原内湖出土の

琴等の復元 その 1

1，序 説

円本の告二楽!;f.いつ可iどのような泌総をへて形成され

て行ったのだろう。や~"f:の発i品した今日のテクノロジ

ーなどを)JIII欲して .ロマンにmる占代人と音楽の触れ

f干いのE母、をたどることはさぞ楽しいことだろう。

日本人l土、 :1::{詩人紛争ijiを主とした縄i火iI，'f.ftli免1mを，へ

て、弥生IL'f:ftに字ると、次第にお地から:'IZj也だー住}，'rを

移し、集問でj炭，泌をはげな十lをlIlるようになった。そ

して 、J行!宮|する人と41守闘にしたがってUOJ<人の区日IJが

生じ 、 7) の怯い十J が71の ~j~j J..、Nを従える 、Ij浅いと 11liし

介いのくり返しをへて11、|が巡られる頃、主、それを束

ねる大王が現H.た。大王Iま 'Jtl~};. な武力と日1I に文化を4".'"

っていた。しかし L~い間文字がなかったので、 その頃

の武力だとか文化についての線千{まきだかではない。

Nq. 1'28・

段階で、古くからあった楽総「やまと努」と結合、音

階を持つ音当日として形成されて行.った。す7なわち、愛
か"の

のU政の184三後、応事1131年8・Nの粂に 、際紛村i型f'で滋を

続き 、余材で若手を作ったという ;欽言語、 rお~i!l!J を獄に焼

き、裁が余り琴を作 IJ 、扱 き ~Iii， <や、け:1良の1"1の、 1"1

小のii'Ffi に ~pJ!H.ぷつ、なずの木のさやきや」が見え、

r ，'-.-・j'，:i1eJの仁徳記を はると金<l iíJ じ ::/k~ifiが，1在ってい

て、 「こは主fiidkの ~lki!.6しなリ」がプラスされている。
加 えて ri卸等を給わりて"政ひしく ・・ こはおいkのn.
放な 1)J と、、う記 ~l'-;があったりして 、 ::lk予告を琴が彩つ

でいたく二と 、 志矧~~k'; 4:蚊駄な.c-Q);欲的i必ず成11.してい

たことを伝えている。

こI.Lらi桁り古1¥の記述を含む r六医I~色j の音楽と男IJ に、

，'ïi'tの背楽をいうものとして、日本のw々 j前々で~IH届i

~H 1. 1~Uj~ されて行〈 、 大九.i:の輩出品文化I!H:t見逃せない。

その'IJ から 、 音訴ミのあけU:のを日持る L のを~J'買7&すると、

弥生、占績lI~f 'f-l::のi立幼iから ~ilîi された、銅鐸とかT1f鋭、

そして地総などに、絵断、文線、立体で表わされた仰

る人物像をμる。自白}りを怖1以させるにはf本の!fi}JiきにliiJ

やがて『術ii山rl目的』をふまえた日本紋tiの史11Fr古 Jmする 21'白「とか 3t(1 )'・、それの変-l'(I-j'-といっ t..;JQI!JJ

主11記J(712)r臼本:21山(720)が:lJUlt.らそれを見ると ， (1守 なリズムが必援で、チfJ~がJt足で飛びながら標的を

神話!;f.5]Jjとして、国々の If!.'.~~に立った大王刻、 戦いの 見て行を蹴る遊戯「平1ft!JJ l;t.一凡Wlflりのj杉だが、.リ

後で~問を慰労 、 7志気を立支払T した記事の司 Iに W[;，<決らじ . ズムが欠けているので~IO うているとは2・わない。~この.
・ ""1... -.;点、t

いものが見える。すなわち 、 r 日本合ii山静11氏戊 !1"&1~ ・ 11'ズムをもっ踊り I;f.~~~ 1;j'ではなくぐ感情に合わせて叫

8 J:lの粂l二、 r天1i')， i凶 l勾を以て JIC~i与に JiJ'!!日す。J!ß ち i卸 ..i~戸とか ';~l ~j~j をもっ背戸をとむなっていたはずである。
--_. •... _..... I. _~ 

~g1 をなして臼< r宇1;'1古の r坊主にl助なわ ~l~る、わが待つ この!ぷwに令わせ、 Ij~l泌を十!" つ音声と銚i~1 ，fjLi!.1iが集団

.やII!(\ は |猿らず……』 位れを;Jj~U;:欽という。今来lHに止じ め ' 1 ' でくり j~ される Hふその中のi括れた，~ターンは絡

の;放 を奏する礼子;Ilの大小、および制Jの長さ$111き 取を ']911じするらのとして形式化され、必11~0が上下背中'ti
あり。止tilt1iのi也、式なリ J とあり 、現代に::/)円、織がれ

ている久米歌の~fiJ!:~ と 、 人 J46・と よf'，t(I -)'- と然、話1;:1，*を打

ち U，!与 す ~ft!fl}jの管楽があったことを{云えている。 1ごって、

-!;t行17~F， 3月の条に、 「この H 、\l)f' I ~の大.riにのぼ IJ 、

点目11を経ぴて::ikして自< r長しきよし、.我家のHゆ、

雲1127;立ち米L。大手11はりを|のまばらま 、r1:なづく '，'iJ:j[1幻、

総hる大f[1腿 し…--Jiむをてにしのび"炊と謝なリ」と

いうじilf必11の ;秋、 さらに下って 7 応NI13~1~ 3月の糸に、

「……大さぎの i称、 後 t~縦と [[1ニ交 i) 得て懇ろなリ ・・

また"欽いたまい fjtiの後、こはだおとめ~Iまず 、 寝し

くをしぞ、愛しみ忠ふ』 ・・…斗という愛の歌を見る。

これらのt放言語は、tJJmJには11ii律にしたがって l管.卜Jニ

;欽うむのだったか L主1lJ.'lないが、内規1'1:を:JZめられる
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にも、換され、/:;d援助{十がリズムを生む、 IIj.fJtn幼なlj;〔

始的jÍ;~ f;IU){JIねえされて行ったはずである。この段階ま

で進化してくると、単純なh;"t始終f:ltを彩っていた乎'1'自

チとか総を.JTち l鳴 らす音楽 lこ{にわって、 Tぎ~l皆をむつ;;欽 .

j!Jと、それを彩る旋律楽昔話が給イ干 した tj・楽が~fjおする

のは、もはやJI，¥'1i11のmJlffiだ!tとなる。そ札はいつI:tiで、

どんな音楽だったのだろう 。jJi1えとか埴輸にま毛わされ

たものよリ 、より 1(;扱{ドjなふのとして、楽昔話の分矧に

入る数宵を数える剣録、あるいは'際々な Jf~ をした鈴の

鎖、土t査の矧があって、古代人が背位変化のある音楽

を楽しみ奏でて¥".¥'たことを伝えてくれる。しかし、ζ

iL'む激戸を彩った楽苦if として~ttJ:のところ認め鋭、、。

ところで、ijii~泣きが以す ぎてしまったが、 このあたり



殺人;ITiri29.4センチ 、j政大1!l-2センチを見る。全体の1修

!;;):-!IifJ (<'ìt~m の怖がJな む侠〈、 3 段階の広がりをむ

ち、)j走大脳をiWIる部分(i'住地)から端部に 64:の突起

を作り :Mしている .j氏IJ、1協をinlJるi総書1¥!i19.3センチ…

. (竜鋭端から22センチのrl''Aとに絞ヲしと々 えられる}

長さ 6.5センチ、 IllldO.2から0.6センチの孔を第ち、更

にrl"引とでは1.7センチにi主する切込み左なる。 ……制

純はモミ/!1!，.Jと述べ~ì![lJ図を掲げている。上IILÏ閃をト
1~.tニ今 えぐ

レースし悶 2に是正わした。第干Lの形状と{立;if、狭られ

た粂 iIIt を、?9.~t~ 保JJlI古1)追跡:1\ lの琴と 比。|茂、 E若手!~Jr:~l民

欄(以下手平柄、あるいは料彼と 111<_;:)と、;随愉に}よる

過半数を示す琴構泣の特徴、 ?江~Q寄り T・ íiíj に主主ヲし を ii;t

けて絃を締総するHll.)訟をもっ勾が弥生II;H¥:にfj:(j:して

いたことを明らかにしてくれた。

(3) 刊!{音1)遺跡発機調遊説i告ilH J(滋賀県教脊委民

会 ・ 守山市教rf~員会 1984 )を見ると、訂以に、 IlB

和5I}f.7 TI、第17号}jJf3J羽織状詩]械から tl"えした、古

墳H与代前期の琴似とき手伐のカラ -J'J.t-t:があって 13をづ|

〈。そJtにふさわしい画期的な山土品なのである。島平

;i!il測を凡ると、 r#Lイ1:以118センチ、子主f司('1'量lる)の申1M

29センチ、 l事さ10.5センチ (枠鮒を含むに全長150セ

ンチ11甘後であったことがfftiHlj~ iLる。。…--t江角IWJには

II11J if誌を i~リ 1 ) 山して 6本の炎起があ 1)、JI.;U，鳥十日 (号軍機)a......、，
を総#~!j.するためのm干しが 6 tJ jiJi穿孔さ札ている。 .

逆転した琴削の断1，よリ発~~された写klま 4 点で、 成
Jll3.3センチ、おき2，}センチを計る。……おそらく学

板に翁袋されていたとみら hるが、，'B土状泌よリそJ'l

を i災元する 」二とがU~米なかった叫と 述べ、尖ð{ll l~ を掲

げている。 ト レースして悶 3 にぷわした。 6~ドの突，包

と干~機と 4個の琴肢を ;!U半し、完全に ì!í:ぃ形で 4 絞琴

(他主主)が出土した ζ と!;t本当にあリがたいよとだ。

前代の音楽、音階、楽且1¥の存伐を首f1らせてく れる、日

本の?年来犯にとって特畿すべきほ姿なi蛍物である。な

お、基予約?の凡iイ::1)宝を似拠に、 *1刈を 4絞努と してよい

かは慨し t 、 Il可~~と思う。しかし、f，JI

符 ;15の~í~定する 150セン手をmJ波紋

長、 J，~背として、仮に 5絃 5 音階の

作る最大帝側、長 6伎の断比援

を計算すると 、 61センチ、攻者j:~乏の

丁吋、 4絞 4音!吟{止、さらに屯

l毛おり、 50セン乎の所、腐食の然、、

琴l古iにi誌も尚ぃ浩二を作る琴肢が{立i貸

する。むし埴紛の匁に礼句 ILるi延勢

な特徴、 ri~J!の子前に絞ヲしを設けた

とすれば、さらに全体の等H:!.i突起

hli'J、4!尾海 ')に{立;泣する。 }JIIえて

1.[¥攻.なことだが、出土した苦手中tの向

きが意外に低い 2.1センナでゐるこ

で、前記 r占司王記J r日本i!H:eJ !二見た、 当H寺の;歌声

を彩ったヨi空機、 ei代の琴の総称「やまと琴」を登場さ

せることがJqf.!当だと J虫、う。

「やまと琴J I;J:現.ftかなリの数がJ~thli されている。

その実併には大小、 .nl々 である。これから古代の音楽を

知i ることは苦t しいだろう。とはいえ、十~~々であったと

しても 、 この~然/;t独特・で特別の桃j容を持つから、そ

の特徴を活かせば、古代の旋律だとか音階をiま¥ヒさせ
ることが可能かも拘Hl.ないと巧えられた。このことか

ら、比絞首ニ楽学グ〉手法ての「やまと琴」を分併してみる

ことを肝心した。そして、戦探~，'li.J立に見る前代人の工

夫、知足立、たとえば信じ鰍いほどの光箆な音・栄J!P.;tituを

哀IJんだ、滋賀県;怯原内湖泌湖、出土の 4絞4LZなどに行き

当った。世界に狩ってよい国!磁文化財fごと思う 。

2.弥生 ・古墳時代 ・服部遺跡出土の琴等

(1) 昭和18年、住友金属静岡工場の建設現場で弥生

時代後JUjの集必鈎Lが党見され、静岡県の主催で発仰さ

れた j立物が、 t快立中央図ミ!純白の奨文庫にí~也・ されてい

た。昭和26年11月、 r[羽鳥早世:W!Ji延滞大事al!-J (政山間

1972)などを著した、栄若草に詳しい黒沢隊籾氏が喜善文

康を訪札、用途不明木製品の中から、図 1の会長41セ

ンチ、 6~た起 ( 1突起欠失)をむつ竜尾崎 9.6センチ.

竜頭俗3.8センチ 、原さ1.1センチの杉j援を発見した。
.. の l~ !:.lJ' 

その炎起が史舎にいう J二代の主~~琴の1.sそのものであ

るとして、主主呂 l号琴と命名した。笠fli':lキ[127年、東洋

音楽学会は静岡で開催した例会でそれを硲認した 3 と

はいえ、否定的な3工場の人も多かづた。 しかし、昭和

50年代になると.発』屈調査が進み、次々と出土する琴

と琴4犬木製品との比絞から、登呂のギlま古代の王手であ

ることが不動のものとなって行った。

(2) r札I防新 i:~線関係:限必文化財 rm~1t級学i ・ #EI 大

字 上1"17](所代j土l.Uiな跡の湖公J (悩l潟県教台;委員会

1979 ) を見ると、昭和53if三伐の ~1!ðl;i1.'~it てd出土した、

弥生時代の板材について、「若手 1号、会長148.4センチ、
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図3

車止をして.みよう . まず、 U 1>:li 5 n・

rtl滑.ベンタトニッ 71~1: L占':;i'i.する

から.そ flのJ会t予防(1(J5 11'1庁列から

4 i'j' t\'チIJの*Ilみ fTわせを t'~ さ:l 1-j・ L

Jn I 1、 2、 3、 4の 4抑lのみ'IJ'

可能てある ;，1.: (二、第 l絞の .. [1己資

りに，'f.てた手'FlI.?>f1!る821fJiをJ主H:C
-ドと仮定、 2. 3. 4絞の塁手作を

作動させ、 41~の I~)利l ì'fと 51支の協

布I'Î~: ル川、、て、ゐi\ :3絞 F・ハと¥f，4

絞G ・ ソ ~N る よ大l二そtlで件たC、

F， Gを111いて 4I~ と 51交の協和音

でN')hる引riHt.の 1hf!i をボめるし .G を )，~;t;- に 41支

のMMn告でイリられる 0・レのみとなる.したがって、

n本人が110'米から好んでいたよとが怖かなtI t -f'rlít~の符l

If~ と』止なされる 、 ，I~，' 1 -2のof'，:附ド ・レ ・ハ ・ソ (移

動ド)だけがi'jl，l，してしまう。，r ¥‘かえると、+:ii'llijIJ

が 4紘喜子であったろうことと、』組+品の量子の'1'に 4絃琴

が主流にあることがヤいして、Ji':，;1/.で述べた.-jI:，l命文の

q.J'i設、 写与の糾i立士 ' 1，かして、 1 ' ， Jft附 f~の 1，附士 61f尖

に鈎1ることができた.

(4) III~部mr専の琴と (riJ し 6 '~~孟(1{1;i主)と?手側(特

板)と琴れ・をむつ古代の匁が、その後~~j輔されている，

昭初52年 611 、 j益代以;:'~I;.~ tniおrJt!!IIJ fti兵j~H事で与占境11年

1¥:'1' JUl. 5 '(It紀を下らない附からJ11・1:した、 i、2、

3号琴をも寸.琴に{・1・制して、 101ートルIlど総れた

1清から浮悦が 1例:11i: ~て、、る . ぷおじな ~MIri.1R i!tをぷ

~しているよ紙、.lItJJf似fQI r .liltの今一 fìii兵jtl~事出tて

などのiiEl11sをめぐってー」tがあって、そJLにJ:((jjから

t!t(った'ヅ!'t:が-ttHYられていた.その'JJ!'Lをトレースし、

予0o uム 1

とをめげた、、.fJUillllll"(; 111械のゅの全LHよ180セン

チで、長'rA-l:の1!'ljiき5.5センチ。正合院のinm3悶.むほ

ぽ|吋じ.キ日匁It，令l乏190センチ、 Hのiuiさ 6，7センチ。

帥悶の{IAl1JIfI~手、 '1~(:lnのの、身近かの.{1M兵遺跡liI土の 2

4ド昇、 3 号.~予の会長とを:i!Hのiúi さなどの比率を基準に 、

比較i並nする と、 mJ政絞.bおまかな リ細くなリ4!頭部の

欠失は少なかったとII・1まされた.したがって、防食部

分に琴柱は無かったと、 U{拠をもって推定した。

とニろで、 ~êmlllYにとゥて、手~.i:の必裟{立~がn.iJi:

できなかったニとは破念:た勺たにi必、ないけむし塁手桜

1:て'の琴H，の.ri告をi・，'13，'がわかれf;f勺l時の 1守F告をi'J!1てさ
せることができるからである o !: 1まも、え、豊fl主4側の

J1<f辛から山積l.lltlIiJlUJ、6ftリiに官隊があった」二!:!;t確

かである。ょJtと、;大に泌I~I する.t;!i輸の琴鮮が 4絞琴

伶勢であるよとと r予1::1k!むの解.. 元結*を1mえ、出身空

11年1¥;(1)4 純作の;剣絞i:li と t'，:~告を比較ff栄・予の千・法でi手

1'.さ-ttるよと 111伺fllではない. -，'なわら、ピタゴラス

行開(-570年t:fliと同じ1J;'.，0lに火つiTl低論、中間のrt，=

h 1";'1'1'( --645f1・)たらが"1'1，1ーした r3分以続法主

で勾俗の干'1'1将合作るJめ介、 J十t).A'よi立に立たない。琴

idb{糸.f'1t)の1，，14¥1:、りは桝1，の砂州によ 1)、 3分以

l に.;o.1~1 る 5 I交のI府I，HI('，'と、 3ぅM主iに当る 4I~ の |必手11

包-を守中かせながらT判中Jを*Ii，z..ir.ててい<.そ して、こ

のような協和712 を JI1\、 て総決伐の iJ，~絞と ;仔|溶を作る方

法{止、 i下の'Uu'l;jを1111わずk.，1，からlJLiにまでJUいられて

いる.したがって .IIIU111;ïi:跡 lニ~~る亭'~H:(7)有: (，:も、移

れの機能を"11っていたからあゥたといえるだろう。こ

のニとから、、ニ h'をふまえ、以 f1'.体的に 4絞琴の淵

t主14にぶわした"

(5) ~;Ij に|品1111 以 ' I -H Ji:illlju跡:1¥1.の，10' mll，'f代~J

6 J~ I足、 l之さ 79センチ、 h主人・申，，'，20 .4センチ、特例を1!i
つ容が係;1tさIIて、‘る;tJ
(6) ;欠に、 r は J劫司:，~1.jll刈 i系;u 閥、)ê~~ll ，~，'，I 1t.Nt:ワjl}VJ 

(i諮1.'i1，県教ft"t!II会・ ':nlllli*'立1'1'i:o H公 1978) r赤

~' j' J~・ ;m'A'J をはると、 II(HI152:1'， 9 H、，IjIjlll刊にliilWIの

htから、 6'~，b:と判例( 1ff1'，i{)をむつを'F~R木製品が:H

jょしたことが純iVfされていた.

(7) 符'1三法制卜の琴については、 11(1千114Rlf.4 } JのI:HJ

i昔l
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4 予ー υ'-" i>J-t予仁ノ

h芝2今 3，，4.. 

ハ 4
1tm. ~ 
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図 4

12 )に、f!tflリ!なるr:!'t:がj'!t'l在

さtLていて災f象を知1る二と

が 11'，，;1とる?

間
斗

3___j 520斗

い し-Jコ

(4)ii.tl1 11~dU走Jl11 、 6 U.t紀

後半と推定されている「琴

を1fjl<人物J (nml，~ l li 武

m;芝山IJlf殿内!)l1I11Iご|・ 芝111

はにわ際物館1似)は、 ;{il

に f~l を1'-，\っ 'J!ìi.学{象としてイf

名である 。 r_I'.*念M生 i~I) 1 [lj'j 

噴』芝Lllはにわ博物館filDt

'~I.! ;'ば (芝111はにわ縛物館 1980)を礼ると、 r J}l，:'li 

40 ， 2センチ、 l当・から 1.:鵠i を欠夫するが世l!.IUUI:~ をとど

める。 . .. . .. f台7;部司~l; と {例オ本λバ;部l引狐|目;のJ般産~~，可川rdJ

カがe引:して h制附l句詰ω}~ を ïi日拘;江，jtにニ j~交引土幻lげt'汁i山['， した 1恰合自好干に a似1ている。 その

上に 4絃の琴を耳Lせている。容の大きさは泌さ17セン

チ、中央t1品。)~I日 7 センチである 。 イ [予に搬をねーち、 ~í:

手!;iiilr)j に~，' LI しているu と .ìíぺ、 ~:J\4 :!i:与を11Mf、

さらに災;WJ区|も。|主せている。以下、災物と写点、尖I開l

凶による比較Ii)~祭主占拠を述べると 、 5 炎起、外似1) 1 ?t 
i包欠うた(維定)を 1正に 、 災起と争~;~のIj 11:1]から ~JJ お~{で

表わした 4絃を竜む創制日ω似州U氏附l山仰封
に耐き、さらに会長のす弱ほど:失起にjiJ:いあたりの羽l

*~!上に、 illï.塚と lî:J じ学11:を表わしているニと以外考え

られなも" 1μff8ミリほどの円以を必り付け(J)i.(t'は

欠火)た跡を並べている。山墳時代の琴がを手柱を刷、、

ていたニとはiJI~;'11)i弘跡の淳、星川氏遺跡、の号、あるいは

琴伎の1立rW， 1洋によ って i内 l~ なのだが 、 容もì:の隊かな定f

i走{立iiSは証明できなかった。 /1，;191]1ま官泌さ[:1'19に怠って、

妥当な突起、 Z包陀にj1i:い.)}に治f袋されていたニとを始

めてt切らかにしてくれた。

(5)古成時代後1m、展!J:f百;rni!.;:t賞作IJより 少し後 と批定さ

れている、「容を1iji<人物J(下梨県 III成制i芝1.LlnIT ~[:!塚

，'lJ土、芝山はにわ博物館総)を削Lした。 if}誌の憾(

推定)、燃のj二 Iニ努を t~t <部分像である。撲は発はされ

ていない。 r芝・111古墳xrr'J(芝山はにわ縛物館 1973年

5η改訂版)l'llil記写点と、芝山はにわ鱒物館のi割JH訟

を待ていただいた 、 ~r全体を :tLLから tJli った予出1i税均

:写:点、1)[1;tて設立lな雰の桁/.j>:、オl'3業という r11し分の

ないff料を参考に、そのfilli怖を刻ぺた。軍手の会長I:;t.、

23.5センチでわずかに蚊到。炎起はなく、 f[i:尾申M7.2 

センチの端より 、一部を欠Jたした予在感(Itl，i7，4センチの

州、すあたリまで、 4'ìj~~附にへ引先以で力焼く
づい、た V:I犬の織でHほを表わす。 j蒋*r.12，から 3 ~ ') 0 

脱より士あたリの、そt'l.f'ft.c7J絃上に、雌13ミリ 、

厚さ 3 ミリの円械を 11~ ')付けるが外1111J(外flllJのみ欠炎、

したがって欠;たの跡で判定)が11，'(t， T{t)忌にjiJ:< J般にむ

説得 1)に，，1(;，べるという際立った特徴をもっ。そうする

の倒H、毎卜1$Ji lJ rl の J~.月千IJ に、 rj'i償H刺にの Ji.~立を許可tl~liJ

の見出しでニュースとしてJ混じられた。その後、 '上

総'If生i訟跡 ・IIs:f1l47年J文tr¥1 JUI.uVt速報J ('~;:生遺跡

調布団、水I1!iltrh教育委i司会 1973)が公:I:IJされた。

(8) JI寺代I;J:下るが、J;!ji草子像とか燈紛の琴を別にして

制 1'0'，司 ~~<~K f象i'!'ノ !:げ削E'. 'll跡で光州さ れた 、物tVli ( ~涙)と

宅手作5flMと絃孔5つを持つことで5絃努め手f.:{I:を確炎

なものとした{(i:銅製縦11手5絃苦手も .n111な発抗ulj)(;来てめ

ある。治問、全体の詳細な線合を r;.r-1象j'!'/I:μ (示{象

大干上似興!日i成会 Jg79 ，3)に見る. 14'文、 21交IJ版、

3史料、 1200ページを越えるもので、岩上容英語ι特除

然紀、半除半露天然犯、 25天然品elニ至る変退去のrl'で、

岩|塗 5.)ま遺跡 (i古墳時代末期)から発射されたというの

(9) r三笠県埋政文化財;都j伐綴':'，'35-1 J(二三lli県
教育委以会 1980，9) r納fi}riI湖、.1立桃とj也物』を見

ると、昭和49.4"9 Ji、 F地区j替の必生IJキ代同ij!日1(7) 1'1然

iilt水路中から殺rしく主判長木製品No20が;およしたことが

報告されていた。~.tl床ある形状、とくに文総 l二 j主 |ヰし

Tよし、。

以上、容と幸罪状木製品のあらましを~ぺた。しかし、

琴の蝉き方、経の絞り方とか絃の数、それの移 I}変わ

りなどはよく分からなかった。その疑問点を纏めてく

れるのが、主手を1ijl<人物{象とJfiIぬのを許である。

(m~í努似の中で披もイイ名なのが、多くの7片;t':H/I~{撃で

紹介されている 、lE要文化財、山;境11寺代後jl;}1の「琴を

~l~ < ~.l了イ象J (鮮潟県所j紛rh・~~IÜI~U二 4細川与角館総)

である。{象の尚さ72，6センチ 、突起を友1':、それを起

点に粕オ.統で 4 絞 UI~定)を表わす。

(2)矯二E. Yi~大1則前川本191111-山お墳lf:I土の判i努倣も、 5

3足起、奏者得リ lj突起を欠( <tft定)を1<..に、突起と
突起の中間から苦IH総で表わした 4絞を、泡d負手前の緩

干しにi創立身す状に集め給制している.

(3)閉じように 、 術品県凶 l当 1可制;泉~J{，i村大半太 IJ] 川 1)立

山 I 号境t!:l土の ~i~琴{象む 、 5 突ít\! (惟定)をなに、4

絞を全 長 の 十 制 手I仰絃孔に糊射状に集め給料

している。 (2X3)の5!jl琴像につし、ては、 l' ~'{ri梨界J ~.i57 

4号「平目撃の祖形-11¥:1ょぬを中心i二(中)J路辺成雄(1982.
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と、問械が琴伐を炎わしていること以外与え句 tlない (7)地紛の琴もいくつかHJニヒしていて、1![境l時代の努

から 、 外lHqの間Jj~*立 lÆがj，企も長〈低い脊を 3告すする 'ù {:，Vjj立 を';rl らせてくれる。 桝!.!~ ~，!. H\ 士、 東京1'1，1 立博物館

I 主主 、 次がm2絞、次が昔~H立、 手時íj 、 奏者1I11Jj)(.j位 L ，，':誌の ものは、 5 突起、 すなわち宝島足立沿か ら主~J#'11ての表わ

知<if.1jい音を発音する第 4絃を表わすという 、王手僚の した 5絞をT副長子前の絞孔に逆!/J.射状に集めてj京総し

世界LJ!に一致する配列を1小 、ている ことがわかった。 ているもので、宇剥科1平1f鰭告(板)を2哀表え走dわラすらしい長7方J/形杉の伯性: 
、千r;:安m朋u切!月l以F弥争;現吸代に歪る 手利日型浮手の ，~~絢~k;紘之が?宮吉抗E♀日沿尚与当i と 1絃& 1.位立低が順 を、たてi長毛方|仲向自勾l、下!駄妹の6防i針i状{にこ21>本、~{.

添を欠〈のであるいlは主とj思3ぷ、'，;/わ勺1れtたが、今まて，わカか、らな に、この3地笹+愉命毛琴手の Lつ特徴について、時illfJ)dtt氏{ま注

か っ た fやまと努」の習~tì:.(l) *i装佼;泣を民!l l~i\111，'，撹と ③で、 f集弦孔から 5弦が似て1111もなく 、2センチ校

kl~塚の 「五千: を 'JIìí <人物J によって証明するよとがiIl米 のところに 5絃を般l析する紺|かいがij!がある。またff.1尾

た 。 この給米、 ij，lJ絃法と音階に /JII えて 、 絞と勾仕の.!lt~ から l七ンチ伎のと ζ ろでむ 、i宋<J形リ込んだ総が、

ぺ;)"までわか勺たので、現代の記3昔、税 1-2の下1没 1;1司を縦断 し、 弘はその下をくぐってま高尾にj主ずる。 後

に絞係予?を泌わすことが可能とな った。 省によって弘I:t.J納1[lj(.:押 しつけられているのに刈して

(6)市壌時代に 5絃琴が(-1:(，:していたことを表わす作 集弦孔にjfr"、機材u阜、 孔から/1.，て来た弦をJJ到から Lち

容像として、6世紀 r容をリ!il<人 I (栃木県点附.Iiii': 村fるLののようにはえる。 しからざれば弦はJJ同に密

Jjt治塚山-積出十. 米以[Jil立;博物館磁}があ り、 『巧有 ぷして ';ijí けない. ・・いい J という彼祭を総ïf~ していゐ。

や制i~誌J 21巻 9J1:f・ r 'l島;隊内庁t1~ ~~の3直'I!品 J I主総:fh'戊・ ト レ ー ス I~J参照。

後藤守一 (1931.9)の銀特がんる。 (8)次にみ鐙者 刊 ;泊三の浮Fに、 「後I燦 (q・ )隊卜

朝

倉

3単琴 {象 4 稜
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{止、そのころ茨城以下ヵ、ら発見されたばかりの糧輸の 形といえそうな緒 2-2の音階?あるいは現代の民営

濠の2子E誌を貸して下さって、ZE15の琴と並べて減せる |滋4子Eのrl'(1) 1つ、下総:氏背|稽@の他l移と凡なされる

よう配IU'IきiLた」と記し、 (7)と|立jじ「埴'陥容」をぬげ 譜2-3の干f;庄がJ主ifGTtf列として与えられないよとも

ている。 ー ない.しかし、 n江省はオ 71ーヴにj成る音階忠誠、後

(9)次に 、 茨城県東淡城Inl茨城*IIIT!f.~ If.刈i ニヒめJ車協撃 者!.tBbが上行也=としてのWi1をむつ ことに加えて、

があって、全長23.4セジチ、 屯l診IJiii'llセンチ、5望号起・ ・::fkll品劉維な知 31広務総i並行を1ぞうので、間交で与えiめ?

のう ち4炎起を欠失(1fl5ヒiしている。 J'Jt1'J:絞ってい 芯だと思う。

る l 炎 ，包 tからを含む~lJK~tで表わした 5 絃を、篭lIi'i!Ji!，. ところで、 1古1古7償H
，え 〈

11セ ンチの利iJ、す若手リ中央の扶:リ穴にj主枠制犬に貯 絞琴 2 つが~I<Ú: て'きたのだろ:) .この縦|昔JI;I.、固定 f

めて結縛している.他に、群馬県佐波i~;赤fkJi j寸石山台 琴;，伏iHUJ(982)大"政f:ijj・多袋詰H!cF写 l場11))文1卓球の自

噴出土(相111考占館総)、茨城県結城郡行下H峨山稲山 頭、平日琴(6 絞琴) 殺の付された「剖~;欽J r秋j!6J

古噴出土(井上舛三氏政)の;地協塁手があり 、いずれも 2 曲のJ~卒読によって解決てo きる。すなわち、子宮i.:I~Ht

5絞 、絃干しをもっている? 111JUiになって L市境時代め欲的 を事きするた 当って、話

以上、rjiji等像 主地愉容を列記したが、それにより 、 3にまそわした滋占11::Jkr俳u却に、築〈や二11)豆、っき余す、

愁1-2の音階を奏でる 4絞妻子ーと別に、 5絞琴もあっ イヨーヨJ解説給付11分)めように、音|椅の中の伎と

て 2つが共存していたことがわかっ た。そこで、 5絃 むる音をi]~ljìf，'+ 、 m伐させ 、 4 絃若手として機能させ 、 jl政

琴め音階について考討さ してみよう。歴史的に見て、日 い奏していたのである(脊符上の数1ドは絃:ffi:j号、ハ イ

本人が好んど利上音階の祖Jf~に当.る 、 総 1 -2よリむー フン!;);X11iリ'f:)。したがって、 5絃等を泌2-4のよ

l庖律音階の形に]5;づく九第 Z絃 D・レを J.!;i¥l;(..: 5伎の うに H1:容として機能させ、 JI<私ーしていたと巧ーえてよ

|湯f1l音に よヮて得らtどる'、第 5絞 A ・ラを山11えた部z いだろう。 ペ (lll tl 庄司)

- 1の音締 ド・レ ・ハ ・ソ ・ラ(将司)1Jド)が理治的に 次号につづく

.fl~/IJされる。ほかに、 1.1'世~Jj; ii主にmいられて いた よと

が磁かな背降、現行量lI.t~: i.iÍ~で い う 、 下から下管、 中昔 、 

rrウf号、 ヒ昔、 lてウキに当てはまる、ヨワl吟音|惜の他

手存者プロフィール東洋T53楽学会、イン ド音楽研究会

作曲|週休 ・新筋会"'etc会只。
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